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本学のシンボルマーク

2014年（平成２６年）８月３０日（１） 第６２２号

本学創立 式典108周年
三
百
余
名
が
参
列

本
学
の
創
立
一
〇
八
周
年
記
念
式
典
は
、
六
月
一
日
の
創
立
記
念
日
に

東
京
富
士
見
で
挙
行
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

カ

ラ
＝
西
ア
フ
リ
カ
農
村
自
立
協
力
会
代
表
・
村
上
一
枝
先
生
へ
の
名
誉

博
士
号
授
与
式
も
催
さ
れ
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

一
〇
八
周
年
記
念
式
典
は
、

創
立
以
来
の
伝
統
で
あ
る
神

式
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

式
場
の
生
命
歯
学
部
富
士
見

ホ
ー
ル
に
は
、
本
学
関
係
者

な
ど
三
百
余
名
が
参
列
し

た
。
午
前
十
時
三
十
分
、
司

会
の
高
橋
孝
幸
庶
務
部
長
が

開
式
を
宣
し
た
。

　
筑
土
神
社
の
神
職
が
祝
詞

の
中
で
本
学
の
沿
革
を
朗
々

と
奏
上
し
た
の
ち
、
玉
串
奉

奠
に
う
つ
り
、
中
原
泉
理
事

長
・
学
長
が
ホ
ー
ル
壇
上
の

神
前
に
進
み
出
て
玉
串
を
奉

奠
。
参
列
者
は
一
礼
二
拍
手

一
礼
を
も
っ
て
同
拝
し
た
。

　
参
列
者
を
代
表
し
て
、
中

原
貴
、
沼
部
幸
博
、
藤
井
一

維
、
湯
浅
太
郎
の
各
理
事
が

中原理事長の玉串奉奠にあわせて同拝する参列者

表彰をうける30年、20年の永年勤続者たち

お
の
お
の
神
前
に
玉
串
を
捧

げ
た
。

　
撒
餞
、
昇
神
を
終
え
て
神

職
が
退
場
。
中
原
理
事
長
・

学
長
は
、
本
学
創
立
一
〇
八

周
年
を
迎
え
て
式
辞
を
述
べ

た
（
要
旨
二
面
）。

　
つ
い
で
近
藤
勝
洪
校
友
会

長
は
、「
校
友
会
で
は
、
創

立
者
中
原
市
五
郎
先
生
の
業

績
集
『
考
証
中
原
市
五
郎
史

伝
』
を
編
纂
し
て
い
る
。
大

学
の
全
面
的
な
協
力
と
支
援

を
い
た
だ
き
、
間
も
な
く
完

成
す
る
。
あ
と
二
年
た
つ
と

母
校
日
本
歯
科
大
学
は
、
創

立
百
十
年
を
迎
え
る
。
太
平

洋
戦
争
を
は
じ
め
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
て
発
展
し
て

き
た
。
来
た
る
百
十
年
に
校

友
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
記

念
事
業
が
で
き
る
か
、
検
討

し
て
い
る
の
で
、
ご
期
待
い

た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
創
立
記
念
式
典

特
別
参
列
制
度
、『
ジ
ュ
ビ

リ
ー
５
０
２
５
』
と
呼
ん
で

い
る
が
、
卒
業
後
五
十
年
、

二
十
五
年
の
卒
業
生
が
創
立

記
念
式
典
に
参
列
し
て
、
一

緒
に
お
祝
い
す
る
制
度
を
つ

く
っ
た
。
卒
後
二
十
五
年
で

出
席
さ
れ
た
方
に
は
銀
色

の
、
五
十
年
の
方
に
は
金
色

の
バ
ッ
ジ
を
記
念
品
と
し
て

贈
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

今
後
も
日
本
歯
科
大
学
校
友

会
は
、
母
校
に
寄
与
で
き
る

よ
う
励
み
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
つ
づ
い
て
名
誉
博
士
号
授

与
式
に
う
つ
り
、
中
原
学
長

が
、「
村
上
一
枝
先
生
は
本

学
第
五
十
四
回
卒
業
で
、
私

と
は
同
級
生
で
あ
る
。
長
い

間
、
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
が
、

私
に
は
と
て
も
同
じ
こ
と
は

で
き
な
い
と
、
た
い
へ
ん
尊

敬
す
る
先
生
だ
。

　
村
上
先
生
は
一
九
八
九

年
、
平
成
元
年
に
西
ア
フ
リ

カ
の
マ
リ
共
和
国
に
居
住

し
、
農
村
の
自
立
に
む
け
、

現
地
の
人
を
指
導
し
教
育

に
協
力
し
て
二
十
五
年
間
に

わ
た
り
活
動
し
て
い
る
。
先

生
は
、
十
で
は
数
え
き
れ

な
い
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

二
〇
〇
一
年
の
医
療
功
労
賞

受
賞
式
に
私
も
参
列
し
た

が
、
そ
の
時
に
『
今
い
た
だ

い
た
賞
状
よ
り
賞
金
の
ほ
う

が
あ
り
が
た
い
』
と
挨
拶
さ

れ
た
。
賞
金
の
百
万
円
が
あ

る
と
、
西
ア
フ
リ
カ
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
マ
ラ
リ

ア
の
薬
を
何
百
個
買
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
印
象
深
い

ご
挨
拶
だ
っ
た
。

　
名
誉
博
士
号
に
つ
い
て
は

十
年
前
か
ら
お
会
い
す
る
た

び
に
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
と

お
願
い
し
て
き
た
。
学
問
的

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
と
、
固
辞
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
よ
う
や
く
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

感
無
量
で
あ
る
」
と
述
べ
、

日
本
歯
科
大
学
名
誉
博
士
第

公
　
　
告

○
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の

理
事
を
、
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。（
任
期

：

平
成
二
十
六
年
八

月
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
八

月
六
日
ま
で
）

理
事
長�

中
原
　
　
泉

理
　
事�

中
原
　
　
貴

理
　
事�

沼
部
　
幸
博

理
　
事�

藤
井
　
一
維

理
　
事�

湯
浅
　
太
郎

○
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の

監
事
を
、
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。（
任
期

：
平
成
二
十
六
年
八

月
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
八

月
六
日
ま
で
）

監
　
事�

高
橋
　
賢
一

監
　
事�

佐
々
木
　
章

　
平
成
二
十
六
年
八
月
四
日

　
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学

○
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の

評
議
員
を
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
。（
任
期

：

平
成
二
十
六

年
七
月
三
十
一
日
か
ら
平
成

二
十
八
年
七
月
三
十
日
ま
で
）

評
議
員�

中
原
　
　
泉

評
議
員�

高
橋
　
慎
一

評
議
員�

羽
村
　
　
章

評
議
員�

沼
部
　
幸
博

評
議
員�

関
本
　
恒
夫

評
議
員�

藤
井
　
一
維

評
議
員�

中
原
　
　
賢

評
議
員�

近
藤
　
勝
洪

評
議
員�

倉
治
　
康
男

評
議
員�

有
泉
　
俊
朗

評
議
員�

冨
田
　
武
夫

�

平
成
二
十
六
年
八
月
四
日

　
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学

　
大
学
に
何
の
貢
献
も
せ
ず

博
士
号
を
頂
戴
す
る
、
そ
れ

も
神
様
の
前
で
頂
戴
す
る
と

い
う
の
は
、
も
っ
と
頑
張
れ

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
現
地
の
活
動
も
人

の
入
ら
な
い
、
地
方
で
困
っ

て
い
る
地
域
で
行
っ
て
き

た
。
も
ち
ろ
ん
電
気
も
ガ
ス

も
電
話
も
な
い
、
な

い
な
い
尽
く
し
で
、

あ
る
の
は
木
と
土
と

緑
、
農
作
物
と
食
べ

物
で
、
水
の
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　
健
康
に
つ
い
て
支

援
し
よ
う
と
思
い
、

最
初
は
現
在
戦
争
が

起
っ
て
い
る
サ
ハ
ラ

砂
漠
で
一
年
間
、
テ
ン
ト
の

中
で
寝
泊
り
し
た
。

　
結
核
も
そ
の
こ
ろ
多
か
っ

た
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
な
か
で

食
糧
が
足
ら
な
い
か
ら
、
結

核
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
し

な
さ
い
と
は
言
え
る
。
何
を

食
べ
な
さ
い
と
言
う
こ
と
も

で
き
る
が
、
食
べ
物
が
な

十
七
号
の
学
位
記
を
手
渡
し

た
。

　
つ
ぎ
に
村
上
一
枝
名
誉
博

士
は
御
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

た
（
別
掲
）。

　
つ
い
で
永
年
勤
続
者
表
彰

に
う
つ
り
、
三
十
年
勤
続

十
五
名
、
二
十
年
勤
続
十
七

名
の
氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ

て
表
彰
者
は
登
壇
し
、
中
原

理
事
長
か
ら
代
表
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
た
。

　
表
彰
者
を
代
表
し
て
奈
良

陽
一
郎
教
授
（
生
命
歯
学

部
・
接
着
歯
科
学
）
が
表

彰
さ
れ
た
。
奈
良
教
授
は
、

　「
古
今
東
西
、
文
系
理
系

を
問
わ
ず
全
世
界
の
大
学
に

は
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢

献
の
三
つ
の
役
割
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
社
会
貢
献
と
い

う
意
味
で
は
本
学
は
医
療
系

の
大
学
な
の
で
、
患
者
国
民

に
対
す
る
医
療
の
提
供
が
該

当
す
る
だ
ろ
う
。

　
教
育
の
部
門
で
は
、
厚
生

労
働
省
あ
る

い
は
文
部
科

学
省
が
め
ざ

し
て
い
る
国

民
の
期
待
に

応
え
る
医
療

人
の
育
成
、

具
体
的
に
は

歯
学
教
育
モ

デ
ル
コ
ア
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

の
導
入
と
い

う
、
学
生
に

対
し
て
一
定

レ
ベ
ル
ま
で

の
導
き
が
求

め
ら
れ
て
き

た
と
思
う
。

　
研
究
部
門

い
、
薬
を
買
う
お
金
も
な

い
、
本
当
に
何
も
な
い
と
こ

ろ
で
悩
ん
だ
。
し
か
し
初
心

を
貫
か
な
け
れ
ば
、
開
業
を

や
め
て
マ
リ
に
行
っ
た
意
味

が
な
い
と
思
っ
た
。
や
は
り

私
が
入
り
た
い
と
こ
ろ
は
、

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
こ

と
だ
思
い
、
村
に
入
っ
た
。

　
村
民
調
査
を
し
て
、
医
療

だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
は

い
け
な
い
、
医
療
を
す
る
前

に
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
食
べ
物
の
こ
と
、
寒
い

か
ら
着
な
さ
い
と
い
っ
て
も

着
る
も
の
は
売
っ
て
い
な

い
、
買
え
な
い
、
作
れ
な

い
、
手
紙
を
書
い
て
頼
み
な

さ
い
と
い
っ
て
も
字
も
書
け

な
い
、
紙
も
な
い
、
ペ
ン
も

な
い
。
野
菜
を
植
え
て
栄
養

で
は
、
本
学
に
お
い
て
も
鋭

意
研
究
さ
れ
て
い
る
発
生
再

生
医
科
学
、
そ
し
て
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
医
療
機
器

や
歯
科
材
料
の
分
野
で
先
進

的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
日
表
彰
を
受
け
た
私

が
あ
る
の
だ
よ
と
言
っ
て

も
、
植
え
方
を
知
ら
な
い

し
、
種
も
な
い
。

　
し
か
し
女
性
と
し
て
裁
縫

し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る

こ
と
が
普
及
に
役
立
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
二
十
五
年
だ
っ

た
が
、
ま
だ
ま
だ
水
が
な

い
、
字
も
書
け
な
い
と
い
う

人
は
非
常
に
多
く
、
私
た
ち

の
仕
事
は
一
隅
を
照
ら
す
光

で
し
か
な
い
。

　
そ
う
い
う
基
本
的
な
こ
と

か
ら
支
援
し
続
け
て
、
今
日

に
至
っ
た
。
大
学
に
何
も
貢

献
し
な
い
で
名
誉
博
士
号
を

頂
戴
し
て
お
こ
が
ま
し
い

が
、
大
学
で
衛
生
の
こ
と
な

ど
、
基
本
的
な
事
柄
を
学
ん

だ
こ
と
が
活
動
に
つ
な
が
っ

た
と
思
う
。

農
村
自
立
に
支
援
を
　
村
上
一
枝

た
ち
は
、
医
療
人
と
し
て
、

ま
た
職
員
と
し
て
で
き
る
か

ぎ
り
の
力
を
注
い
で
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
お
わ
り
に
参
列
者
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
て
、
十
一
時

四
十
五
分
に
閉
式
し
た
。
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　「
天
の
時
、
地
の
利
、
人

の
和
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。

こ
の
中
で
本
学
は
、
特
に
地

の
利
に
つ
い
て
運
が
強
い
と

い
う
お
話
を
し
た
い
。

　
明
治
四
十
二
年
に
創
立
者

の
中
原
市
五
郎
先
生
が
、
富

士
見
に
本
学
の
居
を
定
め
た

の
と
同
じ
年
、
山
手
線
が
開

通
し
た
。
外
濠
沿
い
に
当
時

は
甲
武
鉄
道
が
通
っ
て
い

た
。
こ
の
早
稲
田
通
り
を
下

り
、
電
車
に
乗
れ
る
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
い
。
牛
込

駅
が
市
ヶ
谷
寄
り
に
あ
り
、

飯
田
町
駅
が
水
道
橋
寄
り
に

あ
っ
た
。
電
車
に
乗
る
に
は

遠
回
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
三
年

に
な
り
、
牛
込
駅
と
飯
田
町

駅
が
統
合
さ
れ
て
飯
田
橋
西

口
駅
が
で
き
る
。
そ
う
な
る

と
教
職
員
や
学
生
は
、
学
校

か
ら
真
直
ぐ
に
下
る
と
駅
に

た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
昭
和
四
年
に
な
っ
て
運
動

場
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
小
金
井
の
芋
畑
五
千
坪

を
購
入
し
た
。
中
央
線
が
通

過
す
る
線
路
の
脇
だ
が
、
大

変
に
不
便
な
所
で
、
回
り
道

を
し
な
け
れ
ば
行
け
な
い
。

戦
後
に
男
子
寮
が
長
い
間

建
っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
九

年
に
な
り
、
私
ど
も
が
お
願

い
し
た
わ
け
で
も
な
い
の

に
、
突
然
東
小
金
井
駅
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
す
ぐ
脇
に
つ
く

ら
れ
た
。
東
小
金
井
の
階
段

を
降
り
た
駅
前
の
角
地
に
、

本
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
位
置

し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、
そ

の
角
地
に
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
建
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
年
、
も
う
戦
後

で
は
な
い
と
言
わ
れ
は
じ
め

た
時
代
だ
が
、
飯
田
橋
西
口

の
駅
前
、
角
の
と
こ
ろ
に
旗

本
屋
敷
の
大
き
な
門
が
あ
っ

☆
ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
　

　
本
学
ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー

賞
選
考
委
員
会
で
は
、「
学

生
に
よ
る
授
業
評
価
」
調
査

票
の
集
計
結
果
に
基
づ
き
、

学
生
評
価
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
優
秀
者
上
位
各
三
名
を
選

出
し
た
。（
平
成
二
十
五
年

度
の
職
階
）

︵
生
命
歯
学
部
︶

歯
科
理
工
学
・
六
年
後
期

宮
坂�

平
（
歯
科
理
工
学
教
授
）

　
新
潟
病
院
口
腔
外
科
の
水

谷
太
尊
准
教
授
は
、
七
月

四
、
五
日
に
北
九
州
市
で
開

催
さ
れ
た
第
三
十
四
回
日
本

歯
科
医
学
教
育
学
会
で
優
秀

ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

☆
三
十
年
勤
続
表
彰

︵
生
命
歯
学
部
︶

奈
良
陽
一
郎
（
接
着
歯
科
学
）

砂
田
勝
久
（
歯
科
麻
酔
学
）

倉
淵
眞
悟
（
解
剖
学
Ⅱ
）

永
年
勤
続
者

懇親会場で表彰楯を手にする

水谷准教授（左から２人目）

た
。
そ
こ
の
土
地
千
五
百
坪

を
購
入
し
た
。
角
地
な
の
で

高
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
よ
く

あ
の
一
等
地
が
手
に
入
っ
た

と
、
先
人
の
努
力
に
頭
が
下

が
る
思
い
が
す
る
。
将
来
の

た
め
に
買
わ
れ
た
と
思
う

が
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
後
、

昭
和
六
十
一
年
に
駅
前
に
附

属
病
院
を
新
築
し
移
転
し

た
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
新
潟
歯

学
部
の
増
設
計
画
が
決
ま

り
、
県
立
工
業
高
等
学
校
の

跡
地
を
一
坪
二
万
円
で
県
か

ら
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
た
。

旧
市
街
地
の
外
れ
で
は
あ
る

が
一
等
地
で
、
二
万
坪
だ
か

ら
四
億
円
で
手
に
入
っ
た
と

い
う
、
夢
み
た
い
な
話
だ
っ

た
。
そ
の
当
時
新
潟
県
内
に

は
、
四
年
制
の
大
学
は
新
潟

大
学
一
校
し
か
な
か
っ
た
の

で
、
新
潟
県
と
し
て
は
大
学

を
誘
致
し
た
い
と
い
う
気
持

が
非
常
に
強
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
本
館
か

ら
歩
い
て
十
五
分
ほ
ど
の
円

周
の
中
で
、
五
百
坪
程
度
の

空
地
が
な
い
か
と
探
し
て
い

た
。
小
さ
な
土
地
は
近
く
の

大
学
な
ど
が
買
い
漁
っ
て
い

る
が
、
千
代
田
区
に
大
き
な

空
き
地
は
な
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
し
か
し
半
年
も
た

た
な
い
う
ち
に
、
神
楽
坂
の

上
の
大
久
保
通
り
に
面
し
た

筑
土
八
幡
神
社
の
並
び
に

四
百
五
十
坪
の
土
地
が
み
つ

か
っ
た
。
神
楽
坂
の
交
差
点

の
四
つ
角
ま
で
、
歩
い
て
数

分
の
場
所
で
あ
る
。
マ
ン

シ
ョ
ン
業
者
が
、
三
十
階
建

て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し

販
売
し
よ
う
と
計
画
し
た

が
、
着
工
寸
前
に
倒
産
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
本
学
で

は
、
三
分
の
一
以
下
の
値
段

で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
ち
ら
の
本
館
、
駅

前
、
そ
し
て
神
楽
坂
上
と
三

カ
所
が
あ
れ
ば
、
将
来
的

に
如
何
よ
う
の
計
画
も
可
能

だ
。

　
そ
れ
か
ら
五
月
二
十
九
日

に
飯
田
橋
駅
西
口
前
の
ビ
ル

二
棟
の
竣
工
祝
賀
会
が
あ

り
、
私
も
招
待
さ
れ
た
。
西

口
の
改
札
口
を
出
る
と
、
目

の
前
に
大
き
な
ビ
ル
が
二
棟

建
っ
て
い
る
の
で
、
ギ
ョ
ッ

と
す
る
人
が
沢
山
い
る
と
聞

く
。
見
る
と
同
じ
高
さ
だ

が
、
駅
側
の
ビ
ル
が
飯
田
橋

グ
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
棟
で
三
十
階
、
奥

が
四
十
階
の
パ
ー
ク
コ
ー
ト

千
代
田
富
士
見
ザ
タ
ワ
ー
と

い
う
マ
ン
シ
ョ
ン
棟
で
あ

る
。
駅
前
の
富
士
見
町
教

会
、
警
察
病
院
か
ら
逓
信
病

院
の
手
前
ま
で
の
一
帯
が
、

サ
ク
ラ
パ
ー
ク
と
い
う
愛
称

で
再
開
発
さ
れ
た
の
だ
。
ビ

ジ
ネ
ス
棟
は
一
日
七
千
人
が

出
入
り
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
棟

は
五
百
所
帯
二
千
人
が
入
る

と
い
う
。
ま
ず
私
の
考
え
た

の
は
、
患
者
さ
ん
が
増
え
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
十
月

に
は
ス
ー
パ
ー
や
テ
ナ
ン
ト

等
二
十
五
店
舗
が
入
り
、
駅

前
の
病
院
の
教
職
員
や
学
生

た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
便
利

に
な
る
。

　
本
学
の
病
院
の
右
側
は
開

発
が
終
わ
り
、
左
側
に
こ
の

ビ
ル
二
棟
が
竣
工
し
、
以
前

に
飯
田
橋
の
駅
の
向
こ
う

側
、
駅
に
接
し
て
「
セ
ン
ト

ラ
ル
プ
ラ
ザ
」
と
い
う
大
き

な
建
物
が
建
ち
、
駅
前
を
中

心
に
本
学
附
属
病
院
の
周
り

の
環
境
が
一
変
し
た
と
い
っ

て
よ
い
。

　
今
回
の
サ
ク
ラ
パ
ー
ク
に

併
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
が
重
い
腰
を

あ
げ
、
飯
田
橋
西
口
の
改
修

工
事
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

駅
前
の
角
地
の
真
ん
中
が
取

り
残
さ
れ
、
三
番
街
区
と

言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
商
店

街
の
方
々
が
、
再
開
発
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ソ
ワ

ソ
ワ
し
は
じ
め
た
。
都
市
再

開
発
法
に
よ
り
、
条
件
が
つ

く
が
、
地
権
者
に
と
っ
て
大

変
あ
り
が
た
い
話
だ
と
思

う
。
三
番
街
区
の
土
地
の
半

分
以
上
は
本
学
の
敷
地
な
の

で
、
本
学
次
第
だ
と
地
区
の

皆
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
。
本

学
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
、

地
域
住
民
と
の
協
力
が
大
切

だ
と
い
う
二
点
を
十
分
に
認

識
し
た
上
で
、
今
後
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　
こ
の
た
び
準
備
委
員
会

に
私
ど
も
の
大
学
も
参
加
し

た
。
サ
ク
ラ
パ
ー
ク
の
準
備

組
合
結
成
は
、
二
〇
〇
四
年

だ
っ
た
そ
う
だ
。
着
工
か
ら

竣
工
ま
で
三
年
間
、
準
備
組

合
か
ら
竣
工
ま
で
十
年
ほ
ど

で
、
再
開
発
と
し
て
は
大
変

早
い
ほ
う
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
三
番
街
区
の
広
さ
は
サ

ク
ラ
パ
ー
ク
の
半
分
く
ら
い

な
の
で
、
地
権
者
の
話
し
合

い
が
進
め
ば
、
早
い
時
期
に
方

針
が
定
ま
っ
て
く
る
と
思
う
。

　
ま
た
飯
田
橋
東
口
も
再
開

発
さ
れ
る
と
い
う
。
都
内
の

中
で
飯
田
橋
地
区
は
、
今
後

大
変
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な

る
だ
ろ
う
。
地
下
鉄
の
南
北

線
と
東
西
線
が
交
差
す
る
の

が
飯
田
橋
だ
か
ら
、
都
内
の

中
心
だ
と
い
う
話
も
聞
い
た
。

　
本
学
は
何
も
し
な
い
で

も
、
周
り
が
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
、
本
学
の
見
栄
え
も
よ

く
な
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
も

創
立
者
が
最
初
に
皇
居
と
外

濠
の
間
、
東
京
の
中
心
地
に

大
学
を
つ
く
る
、
と
い
う
考

え
方
が
根
本
に
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
る
。
本
当
に

先
見
の
明
あ
る
慧
眼
で
あ
っ

た
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
。
創

立
一
〇
八
周
年
を
迎
え
、先

人
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。

天の時、地の利、人の和

…先人の慧眼に感謝したい

中
原 

泉 

理
事
長
・
学
長 

式
辞

竣
工
な
っ
た
サ
ク
ラ
パ
ー
ク
︵
左
側
に
本
学
が
あ
る
︶

歯
科
理
工
学
・
六
年
後
期

青
木
春
美
（
歯
科
理
工
学
准

教
授
）

病
理
学
・
六
年
後
期

添
野
雄
一
（
病
理
学
講
師
）

︵
新
潟
生
命
歯
学
部
︶

保
存
修
復
学
・
六
年
後
期

鈴
木
雅
也
（
保
存
学
Ⅱ
講
師
）

熱
と
物
質
の
物
理
・
一
年
後
期

小
野
裕
明
（
物
理
学
講
師
）

ヒ
ト
の
一
生
・
一
年
後
期

島
田
路
征
（
小
児
歯
科
准
教

授
）

　
日
本
歯
科
大
学
歯
学
会

（
勝
海
一
郎
会
長
）
で
は
、

来
た
る
十
二
月
十
三
日

（
土
）
に
第
一
回
ウ
ィ
ン

タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

す
る
。
参
加
費
は
無
料
、
本

学
関
係
者
は
誰
で
も
参
加
で

き
る
。

　
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
歯
科
に
お
け
る
研
究
と
臨

床
の
Ｅ
Ｂ
Ｍ
共
有
に
向
け

て
」
で
、
東
京
の
生
命
歯
学

部
富
士
見
ホ
ー
ル
を
主
会
場

と
す
る
。「
高
齢
社
会
に
お

け
る
歯
科
医
療
の
役
割

－

摂

食
・
嚥
下
、
訪
問
・
在
宅
診

療

－

」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

は
じ
め
と
し
て
、
口
頭
発

表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
臨
床

症
例
、
学
生
発
表
な
ど
を
企

画
し
て
い
る
。

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
詳
細
は
、
歯
学
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

歯
学
会
、
12
月
ウ
ィ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
く

　
今
回
の
学
会
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
百
年

の
歯
科
医
学
教
育
を
考
え

る
」
で
、
水
谷
准
教
授
の
演

題
は
「
日
本
歯
科
大
学
新
潟

病
院
に
お
け
る
臨
床
実
習
で

の
医
療
安
全
教
育
」。
臨
床

実
習
で
は
学
生
が
行
う
医
療

行
為
に
よ
り
患
者
に
対
す
る

過
誤
や
事
故
、
ま
た
針
刺
し

な
ど
の
自
損
事
故
の

危
険
性
を
伴
う
こ
と

か
ら
、
医
療
安
全
教

育
は
、
臨
床
基
礎
実

習
、
臨
床
実
習
、
そ

し
て
臨
床
研
修
、
生

涯
学
習
と
継
続
し
て

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
ポ
ス
タ
ー

発
表
し
た
。

水
谷
准
教
授︵
新
潟
病
院
︶

　
歯
科
医
学
教
育
学
会

　
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

︵
附
属
病
院
︶

岡
田
智
雄
（
総
合
診
療
科
１
）

（
新
潟
生
命
歯
学
部
）

五
十
嵐
勝
（
歯
科
保
存
学
Ⅰ
）

三
上
正
人
（
微
生
物
学
）

堀
　
徹
也
（
用
度
営
繕
部
）

斎
藤
真
佐
夫
（
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
）

︵
新
潟
病
院
︶

寺
島
秀
治
（
放
射
線
科
）

古
俣
弥
枝
子
（
看
護
科
）

渡
邊
　
毅
（
歯
科
技
工
科
）

︵
医
科
病
院
︶

今
井
千
晶
（
中
央
検
査
科
）

︵
東
京
短
期
大
学
︶

髙
橋
建
作
（
歯
科
技
工
学
科
）

池
田
利
恵
（
歯
科
衛
生
学
科
）

市
川
　
基
（
歯
科
技
工
学
科
）

☆
二
十
年
勤
続
表
彰

︵
生
命
歯
学
部
︶

青
葉
孝
昭
（
病
理
学
）

三
ツ
林
裕
巳
（
内
科
学
）

五
味
治
徳
（
歯
科
補
綴
学
Ⅱ
）

佐
藤
純
子
（
経
理
部
）

加
藤
和
恵
（
庶
務
部
）

︵
附
属
病
院
︶

小
森
　
成
（
矯
正
歯
科
）

柳
井
智
恵
（
口
腔
外
科
）

阿
川
透
久
（
総
合
診
療
科
３
）

岩
田
健
悟
（
歯
科
技
工
室
）

野
杁
明
美
（
歯
科
衛
生
士
室
）

本
間
真
弓
（
看
護
部
）

宇
多
美
穂
（
病
院
事
務
部
）

塩
崎
佳
緒
理
（
病
院
事
務
部
）

︵
新
潟
生
命
歯
学
部
︶

佐
藤
利
英
（
歯
科
補
綴
学
Ⅰ
）

白
藤
一
彦
（
院
務
部
）

︵
新
潟
病
院
︶

小
柳
有
紀
（
薬
剤
科
）

︵
東
京
短
期
大
学
︶

宇
都
宮
宏
充
（
歯
科
技
工
学
科
）


